
slack 活用事例

「図形科学A」
文理融合ゼミナール「個と群」

舘 知宏 (教養学部 情報・図形科学部会）

2022/9/30



大規模のものと小規模のものを紹介

• 図形科学A (教養1年)
• 600～700人, 10クラス

• セメスター授業／演習ベース

• 文理融合ゼミナール「個と群」(教養1,2年)
• 履修 20人

• PBL 集中講義



図形科学A 
• 教養学部1年生向けのCAD演習を用いた図形

と立体形状に関する授業

• 学生：600～700人

• 10クラス(教員:10+TA:10)
• 教科書を共有し、おおむね同一内容

• 2019年度まで(対面)：
• 情報教育棟にインストール済みのCADソフト

「Inventor」を利用

• 2020年～ （オンライン）
• マルチプラットフォームの「Fusion 360」を導

入。各自のPCにインストールして用いる

• Slack導入
• 教科書はInventorだったので操作の読み替えな

ど、全クラスに対する補足資料が必要
• 各自のコンピュータでの環境構築、ライセンス

取得、ソフト利用等のトラブルシューティング
• 実習の質疑応答

  

  



2020~2021

• 各年度:学生700人
程度，教員10人

• デフォルトチャン
ネル(全員）
• アナウンス
• トラブルシュー

ティング

• 各曜日時限のチャ
ンネル
• 運用は任意・教

員に任せる



アクティブメンバー数

投稿数



アナウンスチャンネル
• Fusion 360の情報

• インストール方法
• ライセンス申請方法
• 授業の補足資料

• Utelecon関係案内

トラブルシューティング



今後のslack利用(図形科学A)

• 2022年～
• 対面に戻り情報教育棟も使うが、ソフトはFusion 360のまま

• BYODや自習にも対応するため、ワークスペースは保持

• 東京大学のSlackのワークスペースとして新規作成（引継ぎはせず）

• 雑感
• 10人の教員/TAが各自のタイミングで学生へ対応できたため、スムー

ズにトラブルシューティングができた

• ただし、「24時間対応できてしまう」ので、教員・TAの負担が課題に
ならないように気を付けないといけないのでは？

• 最適とは限らないが、学内slackでのうまく運用できそう



文理融合ゼミナール「個と群」

• 美術家（野老朝雄さん）と協働
のPBL型STEAM授業

• 履修者各学年20人ほど（1，2
年生)

• 5週間の集中授業
• 制作(宿題） ⇒講評⇒講義の繰り

返し

• 最終発表は博物館での展示形式

• 2018年度（初年）よりslack導
入



特徴

• 製作：
• 手作業／デジタルのハイブリッド
• プロジェクトによって3Dプリンタやレー

ザーカッターなどTAがサポート

• 講義：
• 学内外の研究者がゲスト講演、制作にコメ

ント

• 講評：
• 制作物から、数学、物理、生物、化学、機

械、建築、デザイン、情報、音楽などに脱
線

• その後：
• 意欲のある人は、展示・研究などを継続。
• 卒業生がTAになったり、講義をしたり

EVEN EDGED MATTERS COULD FORM HARMONIZED CIRCLE WITH “RULE”
ASAO TOKOLO

ダニエル・シェヒトマン “準結晶” (ノーベル化学賞2011)

Image credit:  J.W. Evans, U.S. DOE “Al-Pd-Mn quasicrystal”



ワークスペースの役割

• 各年度ごとのチャンネル
• 進捗共有・ディスカッション

• 展示準備の情報交換

• 講義情報の文献やURLの補足
（TA）

• 学年を横断したチャンネル
• フォローアップイベント（展示、

ゼミ、共同研究など）の情報共
有の継続



授業メモ
スレッド
• 授業中の内容に関す

る注釈：関連研究や
事例の紹介をリアル
タイムで補足（TAや
ゲスト研究者など）

• 1回の授業当たり
70~80くらいのポス
ト

• みんなで授業ノート
を作るイメージ



Tips:進捗報告

• (2020まで)slack
• Slackで報告用スレッドを作ってそこへの返信

で報告
• 長所:準備が簡単
• 短所:

• 場所が分からなくなる。別の場所に投稿してしま
う。編集しなおせない

• 人によって形式が違っていて開きなおすのに時間
がかかる

• (2021以降)ppt
• 編集権限で共有したパワーポイント(各自進捗

を1スライド足す）
• 長所：パワーポイント1ファイルを順に流し

ていくと全員分講評できる
• 短所：ファイルが重くなりがち。ネットワー

クが乏しいときつい。



メッセージ数



Tips:複数年度使う場合の注意

• 複数年使う場合、generalチャンネルの利用に注意
（generalは特殊なので、デフォルトチャンネルか
ら外せない）

• その年のアナウンスチャンネルを作って、デフォル
トチャンネルに加える、という方法が使える



メンバー(100名弱)

2022～ 学外の研究者も参加していることから、有料アカデミック版に移行
（シーズン中のアクティブメンバーが多いので請求金額は若干心配…）



雑感
• 図形科学A（大規模授業）

• 10人の教員が各自のタイミングで学生へ対応できたため、スムーズにトラブ
ルシューティングができており、役に立った

• 「24時間対応できてしまう」ので、教員の負担は気を付けないといけないの
では？

• 最適とは限らないが、学内slackでのうまく運用できそう

• 文理融合ゼミナール（少人数PBL）
• 学年を超えたコミュニケーション、大学院生、卒業生とのインタラクション、

関連イベントなど授業の拡張ができる
• 授業中のリアルタイムの注釈・参考文献をつくると、協働で授業ノートがで

きる。
• ただし、学内のslackは不向きなので、自分でアカデミック申請して支払う必

要があった

• Alternative
• この秋からDiscordに移った研究者グループも多いようです。

学外の研究者が入る可能性があるなら、Discordも選択肢かもしれません。


